
6月12日
15:30-17:00

（質疑応答を含む）

令和７年(2025年)

木

長野県知的産業技術研究会 事務局
長野県工業技術総合センター環境・情報技術部門

TEL 0263-25-0790（代表）

令和７年度 長野県知的産業技術研究会
（DXソリューション利活用研究会 共催）

製造業DXとEU/ドイツの動向
-生成AIやデータ活用の現在地と課題 -

講 師 合同会社アルファコンパス 代表CEO 福本 勲 氏
中小企業診断士、PMP(Project Management Professional)

【講師ご紹介】

会 場 ホテルモンターニュ松本
（松本市巾上3-2）

参加費 長野県知的産業技術研究会員 無料
DXソリューション利活用研究会員 無料
一般参加者 3,000円
（資料代、当日受付現金にてお支払い、領収証発行）

定 員 ６０名（研究会員優先）

特別講演会

お申し込み
お問い合わせ

＊Web配信はございません

1990年3月、早稲田大学大学院修士課程（機械工学）修了。同年に東芝に入社後、製造
業向けSCM、ERP、CRMなどのソリューション事業に携わり、その後、インダストリアル
IoT、デジタル事業の企画・マーケティング・エバンジェリスト活動などを担うとともに、
オウンドメディア「DiGiTAL CONVENTiON」を立ち上げ、編集長を務め、2024年に退職。

2020年にアルファコンパスを設立し、2024年に法人化、企業のデジタル化やマーケ
ティング、プロモーション支援などを行っている。また、複数の企業や一般社団法人のア
ドバイザー、フェローを務めている。
主な著書に「デジタル・プラットフォーム解体新書」(共著:近代科学社)、「デジタル

ファースト・ソサエティ」(共著:日刊工業新聞社)、「製造業DX - EU/ドイツに学ぶ最新デ
ジタル戦略」(近代科学社Digital)がある。また、主なWebコラム連載にビジネス＋
IT/SeizoTrendの「第4次産業革命のビジネス実務論」がある。その他Webコラムなどの執
筆や講演など多数。

ビジネスのトレンドとして定着しつつある、DX（デジタルトランスフォー
メーション）の取り組みとあわせ、世界的にカーボンニュートラルやサーキュ
ラーエコノミーといったサステナブルな取り組み、新型コロナや地政学リスクに
対応するためのレジリエンスなサプライチェーンの実現などが求められています。
こういった中、EUでも新たな産業変革に向けた動きやデータ連携基盤構築の取
り組みなどが進んでいます。
本講演では製造業におけるDXの必要性、ドイツのインダストリー4.0における

データ連携基盤の動きとその重要性、生成AIなどの昨今の最新テクノロジー活用
の動きなどについて、ハノーバーメッセ2025の展示、ショーケースの内容など
を交えながらお伝えします。



長野県工業技術総合センター環境・情報技術部門 情報システム部（担当）西田、橋本
〒399-0006 松本市野溝西1-7-7 TEL 0263-25-0790(代)

※ 受講票は発行いたしません。受講のお断りの連絡がない限り受講は可能です。
※ 本申込書にご記入いただいた個人情報は、イベント募集の登録情報として利用し、その他の用途には使用しません。
※ ご記入いただいた情報を利用して、今後主催者から各種ご案内（研究会・セミナーなど）をお送りする場合がございます。
それらを希望されない場合は、次に チェック☑を して下さい 。 [□ 各種案内の送付を希望しない。] (Rev.4.1.4C)

お問い合わせ先

特別講演会 製造業DXとEU/ドイツの動向

（６月12日(木) 15:30-17:00 開催）

電子メールにてお申し込みください。（以下の内容をメール本文に記載いただいても構いません。）

E-Mail event-kankyojoho@pref.nagano.lg.jp 締切り６月６日(金) 17:00

会社名

所 属 研 究 会

いずれかに○
長野県知的産業技術研究会 ／ DXソリューション利活用研究会 ／ 一般

氏 名 E-mail 備 考

会場 ホテルモンターニュ松本 https://www.hotel-montagne.com/


